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クリスマス会に寄せて 　　　
　　　　　

　　　　　　　   　高幡教会主任司祭
　　　　　　  ベロッティ・ジャンルーカ 
                                            （ルカ神父）
　
　　高幡教会の主任司祭のジャンルー
カです。イタリア人で、聖書の福音記者の
ひとりであるルカと同じ名前をいただい
ています。どうぞよろしくお願いします。
　もうすぐクリスマスです。クリスマスは
いろんなメッセージを伝えるものとして、
キリスト教を信じる人々以外の国々でも
受け入れられ、発展してきました。例えば
きれいなイルミネーションを飾ったり、プ
レゼントを贈ることなどです。時々、「物を
売りたい」という商業的なことになってし
まう場合もあります。
　キリスト教では、クリスマスはイエス様
が人のお姿でお生まれになったことのお
祝いです。神様は、人間と親しくかかわっ
て、神様のメッセージをよく伝えるため
に、御ひとり子であるイエス様をお送りく
ださいました。

　正確には今から2023年前にイエス様
はお生まれになりました。今のようにメ
ディアもインターネットもない時代に、神
様はイエス様のお誕生を羊飼いたちに
お伝えになりました。羊飼いたちはそのこ
ろの社会で最も身分の低い、シンプルな
心を持った人たちでした。そして、イエス
様は馬小屋にお生まれになりました。今
の私たちは家や病院で生まれるのが普
通だと思いますが、イエス様の生まれた
ところはわらとフンしかないような馬小屋
でした。イエス様のこの馬小屋でのご誕
生は私たちに大きな福音（よいしらせ）を
もたらすものでした。神様は貧しい人と共
にいてくださることの証でした。イエス様
はこのようにご誕生され、十字架上で亡く
なられるまでずっとご自分を低くして生き
られました。
　イエス様のお誕生をお祝いしましょう。
私たちは皆一人一人が神様に愛されて
います。私も、高幡教会共同体も、皆様の
ことをお祈りしています。
　　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　クリスマス会ではルカ神父様よりミラノ
外国宣教会から派遣されたばかりのパヴァ
ン神父様のご紹介もありました。

～パヴァン神父様の自己紹介～
　昨年の12月に日本に派遣されることを
告げられました。そのころ私が持ってい
た日本についてのイメージは、「きちんと
していてまじめ」というもので、自由な性
格の自分に務まるのだろうかと不安を感
じていました。8月に養成所を終え、11月
に日本に来ました（来日した日はちょうど
自分の誕生日でした！）。日本に来てから
会う人たちはみなさん親切でやさしく、と
ても居心地がいいと感じています。1月か
ら日本語学校に通います。今ひらがなカ
タカナを勉強しています。文字を何度も
書いたり読んだりして、子供のころに戻っ
たような気持ちで楽しんでいます。皆さん
どうぞよろしくお願いします。

　　2019年12月15日クリスマス会にて
　　　　　　　　　　　（文責　片山）
　　　　  　　　

令和初！冬のイベント特集 !!
令和初！冬のイベント特集 !!
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スキーキャンプ感想文
２０１９年１２月２８日（土）から３０日（月）の２泊３日で乗鞍スキーリゾートにビーバーからローバーまで全隊参加で

スキーキャンプを行いました。テーマは「一つの家族で、いつも元気だ！！」です。小さいスカウトのお世話を大きい

スカウトがする姿が見られ、とてもよかったです。今年は例年お世話になっていた「こだまさん」が手配の遅れもあって

予約できず、スキー場から少し離れた青葉荘にお世話になりました。参加者は総勢３６名でスカウト２０名、指導者・

保護者１６名です。地球の温暖化によるのか、雪不足でした。やまぼうしリフトを中心に基礎訓練を行いました。

スカウトたちは、初日に比べて帰る日には、自信を持って滑っており、子供たちの成長の早さを感じました。

インフルエンザにかかることもなく、怪我もなく、楽しい充実したスキーキャンプができたことを感謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木英彦）

ボーイ隊副長　
　　　　　　　　　甲野　慎太郎
　スキーキャンプは日野２団で昔から

行われている恒例行事です。私個人と

しても数年ぶりの参加でしたが、今年

度も幾人の奔走があり何とか開催でき

たことに感謝したいです。

　さて、スキーキャンプは団行事とし

て幅広い年代が揃う機会です。スキー

キャンプの位置づけは各隊それぞれで

すが、隊混同でのスキーや生活空間を

共にする中で、スカウトは何か気付き

があったのではないかと思います。中

でもボーイ隊は、年下のカブスカウト

から見られ、年上のベンチャースカウ

トを見る、一番美味しい立ち位置での

参加でした。

　キャンプ後も年代間の連携と団とし

ての仲間意識を忘れずに、日々の活動

に取り組んでいけたらと思います。

　令和 2年も団一丸となってスカウ

ト・指導者・保護者の力を合わせて楽

しく有意義な活動ができることを祈り

ます。

ボーイ隊
　　　　　　　　　　桑原　大瑚
　ぼくは去年、カブで初めて冬キャン

プに参加しました。その時は最初の頃、

八の字すべりもできませんでした。で

もその後、友だちと行ったっりしてど

んどんうまくなっていく気がして今回

のキャンプで「パラレル」が少しでき

るようになりました。でももっと、う

まくすべれるようになりたいです。

　今年は、青葉荘という宿にとまらせ

ていただきました。今年は、ボーイな

ので、カブをまとめたり、自分で考え

て動くことが多いです。なので、みん

なにおくれないようにがんばりまし

た。

　今年は雪が少なく、すべれるゲレン

デがあんまりなかったけど、おおぜい

ですべってとても楽しかったです。

　今回のキャンプはビーバーたい、カ

ブたい、ボーイたい、ベンチャーたい、

ローバーたい、リーダーという、全部

の隊がそろいました。またこのメン

バーでスキーができたらいいと思いま

す。

ボーイ隊
　　　　　　　　　　竹平　和玄
　僕は、12月 28日から 30日まで、

乗鞍スキー場にボーイスカウトに入っ

て初めてのスキーキャンプに行きまし

た。

　僕は幼稚園以来、スキーをやったこ

とがなかったので、まっすぐすべるの

にもしくじって、転んでしまいました。

その後は、隊長としばらくすべって、

まっすぐは転ばずにすべれるようにな

りました。

　だから、二日目は「スキーか・・・」

と少し落ちこんでいました。でもゆる

やかなコースでたくさんすべったり、

スキースクールもあったので、曲がる

などの動作もすこしできるようになり

ました。

　三日目は、一日目と二日目の成果を

もとに、すべりました。次は、足をくっ

つけて曲がる、ターンして止まるなど

ができるようになりたいです。

　帰りのバスで、たちおうじょうして

いる車をリーダーたちがおしていたの

で、ボーイスカウトはこういことがで

きて、たのもしいなと思いました。

ボーイ隊
　　　　　　　　　　太田　智規
　ぼくは、このスキーキャンプで、去

年より上手にすべれたと思います。去

年は転んでしまったゲレンデも転ばず

にすべったりしました。

　二日目のスキースクールのとき、プ

ロの人にしっかり教えてもらって、今

までまちがっていたのも直って、曲が

るときは「かじゅう」「かいせん」「角

づけ」を意識してやったり、体を動か

して、うまく曲がれました。

　また、他の人とぶつかったりしない

ように、速度を考えたり、すずらんコー

スの急カーブでは、下に落ちないよう

に注意しました。

　三日目に、急なしゃめんのゲレンデ

をすべりました。何回か転んだけれど

下まですべり下りることができまし

た。

　来年は、もっと上手になるようにな

りたいです。
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ボーイ隊
　　　　　　　　　　近藤　淳成
　僕は、今回のキャンプでＧＢ（グリ

ンバー）に出席しました。ＧＢは、班長、

副班長がでる会議の事です。このＧＢ

でも、班長として参加しました。

　だから、しかられたり、班員をだま

らせたり、明日の予定のへんこうをメ

モしたりしてとても大変でした。連絡

の伝え忘れや、さわぎ続ける奴がいた

り、それでしかられたりして、とても

大変でした。

　毎回、評価・反省などをきかれたり、

このキャンプは、何をしたいのかと問

われたり、何を言えばいいのかを考え

ながら班員を見たりして、一度に２つ

３つの事を考えなければいけなかった

からすごくつかれました。

　次からは、こういうことに慣れてい

かなければと思います。

ボーイ隊
　　　　　　　　　　石田　大智
　僕は今年のスキーキャンプでスキー

のスキルを確実に向上させられたと思

います。そう思う根拠は自分が滑った

跡にある。というのも、スキー板の跡

の綺麗さがスキーのスキルをよく表し

ていると今回のスキーキャンプを通じ

て思うようになったからである。

　つい昨年まで、僕はスキーを感覚で

滑っていた。特に上手く滑ろうとは意

識せず、ただ斜面を下るだけであった。

パラレルターンは上手くなりたいとい

う志のようなものはあったが、そこに

向かって何かしようとは殆ど考えてい

なかった。しかし、山崎リーダーやス

クールの先生などに“上手い滑り方“に

ついて教わり、上手く滑るということ

に大きく意識がいった。特に山崎リー

ダーに教わった ”３Ｋ“ のうちの角づけ

を意識するようになった（”３Ｋ“ とは

加重、回旋、角づけ総称）。なぜなら、

加重と回旋を上手い具合に調整しなけ

れば角づけはできないと思ったから

だ。僕は、それを学んだ時からスキー

キャンプが終わるまでずっと角づけを

意識して滑り続けた。

　実際練習してみると、綺麗に角づけ

をするのが難しく、なかなか上手くい

かなかった。そこでリフトに乗ってい

る間にも上手い人の滑り方を見るなど

していた。

　様々な人からのアドバイスから、自

分の体重移動は緩急が激しすぎるとわ

かったので、緩急を緩やかにやろうと

思い、実践すると上手くいった。綺麗

に残った自分の滑った跡を見ると、な

んだか少し誇らしくなった。

　今回ほど滑り方を意識したのは、初

めてな気がする。今年のスキーキャン

プはあまり雪が降り積もらず、解放さ

れたコースがとても少なかった。それ

は一般的にいろいろなコースで滑れず

マイナスなイメージになる気がする

が、僕にとってはかえって基礎的な練

習を固める場としてプラスに働いた。

　スキーへの向き合い方が大きく変わ

るきっかけとなってよかったと思う。

ベンチャー隊　
　　　　　　　　　　石塚　愉吉
　私はスキーキャンプを終えて感じた

ことが三つある。

　一つめは、バス運転手さんのすごさ

である。巨大なバスをあつかうのは難

しいであろうし、食事の時は見知らぬ

人とも会話も弾んでいた。ぱっと見、

若そうであったし、すごいなと思った。

　二つめは、長野は寒いということで

ある。東京からちょっと北に移動した

だけでこの寒さである。ロシアって人

が住む場所ではないのだなと改めて感

じた。

　三つ目は、スカウトの人数について

である。おれが、カブスカウトの時、

こんなに人がいなかったと思う。とい

うか私の年代、少ないなと感じた。こ

やつらは少人数での行動を知らないの

だなっハハハーと思った。ああ、冬だ

なあ。

ローバー隊
　　　　　　　　　　上田　晟生
　今回は、僕はカブ隊の副長補として

このスキーキャンプに参加させていた

だきました。

　夏キャンプ以来、このキャンプまで

は北海道にいて、ボーイスカウトの活

動から離れていることもあって、初日

はとても不安でした。リーダーたちと

どう話せばいいのか、スカウトたちと

どうコミュニケーションをとればいい

のか、とても悩みました。

　でも、リーダーや同期のローバース

カウト、そしてスカウトのみんなの元

気に助けられて無事三日間のスキー

キャンプを終えることができました。

　この三日間を振り返ると、いたらな

いところも多くあったように思いま

す。僕はまた北海道に行ってしまいま

すが、また春に帰ってきたときに、ス

カウトたちの活動をもっとよりよくサ

ポートできるようにしたいと思いま

す。

ローバー隊
　　　　　　　　　　石塚　大和
　僕はボーイ隊の指導者として参加し

ました。スカウトたちの時間厳守が甘

いと感じました。集合時間になっても

当たり前のように部屋でダラダラしい

る場面がたくさんありました。隊全体

のためでなく、団全体で活動している

という認識を最初に伝えるべきだった

と考えています。一度ガツンと怒られ

る経験が必要だと思います。

　隊の指導者は忙しくって大変でし

た。スカウトとして参加していたころ

は、「リーダーは楽しそうにしてコー

ヒー飲んでいいなあ」。と考えていま

したが、スカウトの安全や体調、また

時間の管理等、指導者として準備して

おくことが多い多い。風呂に入る時間

もないぐらいでした。

　今回のスキーキャンプは宿が変更に

なったり、雪が降らなかったりと例年

と比べると特異なことが重なりまし

た。ですが、スカウトたちも大きくブ

レることなく活動に参加してくれたこ

とに感謝したいと思います。
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カブ隊
　　　　　　　　　　傳田　美来
　私はキャンプで楽しかったことは３

つあります。

　一つ目はいっぱいすべれたことで

す。私はすべるのは得意なのでいっぱ

いすべれました。

　２つ目はダウンヒルに行けたことで

す。２日目はあまり雪がなくてカチコ

チだったけど３日目は雪がふってふか

ふかになってたので楽しかったです。

　３つ目はすずらんコースでリーダー

ときょうそうしたことです。リーダー

ははやいけど楽しかったです。来年は

リーダーをぬかしたいです。　

カブ隊
　　　　　　　　　　花田　希実
　１日目はひさしぶりですべれるかし

んぱいだったけれどちゃんとすべれて

よかった。

　２日目はスクールに入って自分のい

いところわるいところをおしえてもら

えた。いろいろ気をつけてすべること

ができた。

　３日目はさいごのスキーでいっぱい

やりたかったけれどさむすぎるし、

ゴーグルはくもるしでうまくできな

かった。スキーが終わってからのおふ

ろはあつかったし、白っぽい色でさい

しょははいりずらかったけれど、だん

だんなれてきてあったかいと感じられ

るようになってよかった。カブさいご

のスキーはとても楽しかったです。

カブ隊
　　　　　　　　　伊藤　すみか
　すべってころんでしまったけどその

おかげですべりかたをおもいだした。

おふろがくさかった。たぶんいおうの

くささだとおもう。男子べやのおかた

ずけにてまどった。かもしかにいけな

かったのがざんねん。

カブ隊
　　　　　　　　　　丸川　るか
　１２月２９日に雪がすくなかったか

らブレーキがあんまりできなかった。

カモシカコースができなかった。はじ

めてターンができた。

カブ隊
　　　　　　　　　　丸川　なぎ
　班のはなしをきけるようになった。

スキーがうまくできた。男べやのかた

ずけとかができなかった。リーダーに

いわれたことをじっこうしなかった。

おやぶんなのにリーダーのいうことを

きかないであそんでいた。

カブ隊
　　　　　　　　　　横瀬　颯太
　いちばん上のさかからころばずにす

べれた。カモシカコースをすべること

ができなかった。かんたんなコースな

だらかだったがころばずにできた。

キャンプで４分でねることができた。

キャンプでしょくじのとき、じかんな

いにたべることができなかった。スキ

ーを足につけながらかいきゃくである

けた。ふろのたまごのにおいをがまん

できた。じかんないにおきることがで

きた。今日のカレーをおかわりできた。

リフトにのることができた。

カブ隊
　　　　　　　　　山崎　那奈子
　私はスキーキャンプで一番たのし

かった日は二日目です。雪もふってい

なくてはれていてきもちよかったで

す。またダウンヒルに行ったのでたの

しかったです。でもスキー教室はあま

りたのしくありませんでした。もっと

ハードなところをやりたいのにやらせ

てくれないからです。

　午後はものすごくたのしかったで

す。でもかもしかやとりいおねに行け

なくてつまりませんでした。ゆめのお

かリフトものれなかったので、なんで

と思いました。二日目は一番楽しかっ

たです。

カブ隊
　　　　　　　　　向山　そふぃ
　１２月の３０日はゆきがふっていて

スキーからかえるときとてもねっく

おーまーがかちんこちんだったので

ねっくおーまーがさむかったです。

だからわたしは「はやくかえりたいは

やくかえりたい」とわがままを言って

けっきょくスキーをとちゅうでやめま

した。

　

カブ隊
　　　　　　　　　おく田えいと
　きゅうなコースでよこにしてすべる

ことスキーのすずらんコースできゅう

な回るばしょを上手くすべったこと。

スキーしょきゅうのコースのやまぼう

しのばしょを、上手くやった。３日目

で２回ころんだ。スキーのきゅうなば

しょでほかの人とぶつかった。スキー

のすずらんコースで、すこしころびそ

うになった。スキーせんしゅをとった

こと。スキーで、ももせ先生に、教え

てもらって上手くなったこと。 
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クリスマスリース作り（ビーバー隊）

2019.12.8.

合同クリスマス会

2019.12.15.

冬のスポーツ　～スケート～（カブ隊）

2020.2.2.
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　今年も 1月 12日（日）に例年通り

お餅つきをこの一年の始まりの活動と

して行いました。今年も米軍横田基地、

厚木基地のガールスカウトの方々も参

加いただき、国際交流もはかれて、楽

しいひと時を過ごすことができまし

た。

　今年も明るく元気よく人と人の繋が

りを大切にしていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　 （鈴木英彦）

   

　

　2月 11日はスカウト活動の創始者

であるベーデンパウエル卿の誕生日を

記念して東京のカトリック教会や学

校、幼稚園で活動しているボーイ・ガー

ル、総勢約 700 人がカテドラルに集

まり、記念ミサを行いました。

　司式は菊地大司教様が行ってくださ

り、9名の神父様も参加いただきまし

た。4名のキリスト教章の授与、1名

の顕彰式を行い、スカウト全員で弥栄

を聖堂内一杯の大きな声で贈ることが

でき、受章したスカウトも今後の励み

になることでしょう。

　今回のテーマは「見つけてみよう、

神さまが創られたもの」です。私が印

象に残ったのが共同祈願です。この

テーマに沿って、素晴らしい共同祈願

でしたのでご紹介したいと思います。

【田園調布教会ガール・ジュニア

　　Ａさん（家族）とＢさん（友達）】

　神様、私達にはいつも支えて下さる

家族がいます。家族は、わたしたちと

同じように喜び悲しんでくれる、大切

な存在です。わたしたちが、家族に感

謝の気持ちを伝える事ができますよう

に。

　神さま、私たちは、何かうれしい事

悲しい事があった時、いっしょに喜び

なぐさめてくれる、友達がいます。そ

んな友達にいつも感謝の気持ちを持ち

さらに、友達の輪が広がっていきます

ように。

【キリスト教章を受章した

  つくしの天使幼稚園ベンチャーＣ君】

　世界のスカウト仲間にありがとう。 

スカウトの創始者である、ベーデンパ

ウエルは「幸福を得るほんとうの道は、

ほかの人に幸福を分け与えることにあ

る」とのメッセージを全世界のスカウ

トに残してくれました。

　私たちも色々なことに関心を持ち、

「いつも他の人々をたすける」ことが

できますように導いてください。

 

【キリスト教章を受章した

　　　　　  つくしの天使幼稚園Ｄ君】

　神さまにありがとう。

　私たちスカウトは、自然の中でキャ

ンプなどの活動をしています。神さま

がくださった、この素晴らしい自然の

中で一つ一つの命を見つけて、大切に

し、自然にも、人にも優しいスカウト

になれますように。

【高幡教会ガールスカウト

　　　　  　　　　　　指導者Ｅさん】

　新型肺炎が流行しています。中国、

日本をはじめ世界各地で苦しんでいる

方々が、一日も早く快復されますよう

に。

　また、その治療に尽くされている

方々にどうかお力をお与えください。

　　　　　　　　　　　　　（鈴木英彦）

　

　2月 11日、スカウト運動の創立者

であるベーデンパウエル卿の誕生日を

お祝いする記念ミサが、東京カテドラ

ル聖マリア大聖堂において、菊地大司

教様とカトリックスカウトが所属する

教会の司祭団の共同司式で開催されま

した。

　毎年一回、2月 22日のベーデンパ

ウエル卿の誕生日に近いこの時期に、

都内のカトリック教会と学校が育成母

体のスカウトが一同に会して行われま

すが、今年も私たちサンタ・ルーチェ・

スカウトを含め 17教会と、学校団 3

個団で合計 677 名のスカウトと指導

者が参加しました。

　午後からは、日野 2団の各スカウト

隊はそれぞれ独自プログラムで都内散

策に出かけて、暖かい陽射しの下、普

段活動している多摩地域の里山とは

違った都心での散策を存分に楽しんだ

ようです。

　私は JCCS 東京支部長という役務柄、

東京支部のユーススカウトが運営する

交流プログラムを見学。年代別に分け

て実施した「神さまがつくられたもの」

をみつける課題探索ハイクでは、途中

の公園で暖かい日差しを浴びて美味し

そうにお弁当を食べるスカウトや、楽

しくて公園の遊具で遊んでしまい、な

かなか先へ進まないスカウトのグルー

プをみて微笑ましく感じました。

　スカウトたちが笑顔で楽しく活動し

ている姿をみるのは、指導者冥利につ

きるな…と、改めて感じた次第です。

　無事に滞りなく全部のプログラムを

終えることができ、サンタ・ルーチェ・

スカウトの指導者として、また JCCS

の支部長としても皆さんに感謝申し上

げます。

　「キリストの心は、神を愛すること、

人を愛することです。私はよいスカウ

トになり、キリストの心を私の心にし

ます。アーメン…」

　　　　　 日野第２団ベンチャー隊長

　　　　　　　(JCCS 東京支部支部長 )

　　　　　　　　　　　　　　川原 聡

ボーイスカウト、ガールスカウト
合同新年お餅つき

日本カトリックスカウト協議会
東京大司教区支部　ＢＰ祭合同ミサ
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